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汽水域森林として重要なマングローブ林の，管理・

育成・利用について考える。この発表では， 1.マング

ローブ植物の特性， 2.マングローブ林における一次生

産の特長， 3.マングローブ林生態系の履かれる現状と

対策について， とくに東南アジアに関する部分を検討

したい。

マングローブとは，熱帯・亜熱帯の潮間帯に分布す

る植物群をさし，インドー太平洋地域では 63種が含ま

れるという (Chapman,1975)。東南アジアには，大陸

部に 113万ha, 島嶼部に 342万haのマングローブ林

が存在する (FAO,1982)。マングローブぱ海水の影響

下で生活しているので，形態面で様々な工夫をしてそ
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の環境に適応している。とくにタネと根が特殊化して

いる。

いわゆる胎生種子と呼ばれるタネを持つものか多

く，雌花が受精後にすぐ胚軸を伸ばす。親木に付いて

いるのは， タネというより実生の段階に人っている。

胎生柿子は，潮流などにより不安定な泥に，速やかに

着定する利点を持っている。マングローブの根は，支

柱根型（図 1) ・気根型・膝根（板根）型に分かれる。

これらの特殊な根の形態は，冠水と地下水位の高さ

による気質の酸欠状態や養分分布に関係している。こ

のような環境に適応した形態と機能を持つがために，

マングローブは他の植物との競争に勝って，潮間帯を

地表面

図l フタバナヒルキの支柱根の形状
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独占することができる。

マングローブ林は海に向かって解放された生態系で

ある。そこて生庄された有機物の→附は系外に流出す

るので，洵洋が涵養される。マングロープ林の一次生

崖の規模と特徴を，我々か行ったハルマヘラ島（イン

ドネシア）の調杏例から明らかにした。大然帯で樹木

センサスと直径測定を 2年間繰り返した。このデータ

と相対成長関係によって，森林の現存量と成長量か求

められる。葉などについてターンオーバーから枯死蟻

を求めた。この結果，マングローブ林の一次生産の規

模が内陸の熱惜林にも匹敵するほど大きいこと，

牛産が根に多く分配されていることが分かった

2)。

現在， マングロープ林は強い人為的影響のもとに，

ほとんどが三次林化している。したがって，その管理

はマングローブ林に対する人間の関わりを，十分に評

価した卜て行わねばならない。南タイでの炭焼きの例

を挙げながら，管理上の注意点について述べる。とく

に，二次林の一次生庄の規模，伐採量，政府の指導の

：者の間のバランスを解析して（図3参照），

ローブ林の持続性を検討した。

また，マングローブ林はスズ鉱の露大掘りやエビ池

の造成などで大規模に攪乱されている。これらの跡地

マング
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にマングローブ林をどう定着させるかか，将米の間題

になるc 我々がタイて現在行っている植林実験の結果

から，土壌攪乱と造林木の死亡率の関係（図4参照）

など，いくつかの間題点を解説する。

南タイ・ラノン,f」のマングロープ林683ha
1990紆:(Komiyarnact al, 1992による）
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20年生マングロープ林の
岳積鼠13.7じha
年成長量4.4t/ha 

不一致

の原因
産業伐採／干一

付民の使用（既得杵）

14年生マングローブ林の
搭積贔135.9t/ha 

マングロープこ次林は持続するか？
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スズ露天掘りで攪乱された場所での造林木の死亡

率と微地形の関係


